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１．趣旨 

伊賀市では戦後間もない頃より地域の歴史的資源である「忍者」を活用した観光振興、地域活

性化について独自の取り組みを行ってきました。 

しかし、近年の訪日外国人観光客の大幅な増加により、忍者をテーマにした誘客の取り組みが日

本各地で実施されている状況であり、本市においては忍者に関する遺跡（城跡）や古文書などに

裏打ちされた「忍者の聖地」として、他地域と差別化された観光コンテンツの提供や情報発信が必

要です。 

忍びの里伊賀創生事業では、忍者を含む伊賀市の持つ歴史的背景、環境特性を活かした観

光地域づくりを推進するため、伊賀ならではの忍びの「心・技・体」を体現できる新たな着地型体験

プログラムや、SDGs など新たな価値観に対応した観光コンテンツ等の開発、訪日外国人を含む旅

行者の受入環境整備を支援します。 

 

２．事業内容 

伊賀市の事業者を中心として、伊賀ならではの自然、歴史・文化、食、イベント、体験コンテンツ

などの観光資源を磨き上げ、高いホスピタリティで旅行者を受け入れることにより、伊賀市における

観光需要の増大や地域経済の活性化に資する取組について、伊賀上野 DMO「旅行商品企画

開発・販売及びその支援」に係る予算の範囲内でその経費の一部を補助します。 

既存のイベント等の開催も事業の対象としますが、観光資源を新たに活用するなど、イベント等の

効果がより広く波及するように磨き上げを行うこととします。 

 

３．申請要件 

（１）実施主体及び実施体制（補助対象事業者） 

実施主体は、市内事業者または市内事業者等を中心とする観光まちづくりに取り組む共同体と

します。 

なお、事業の実施においては、経済波及効果や地域間の連携強化のため、可能な限り地域や

域内事業者等と連携して事業を実施することとしてください。 

 



（２）取組内容 

伊賀市内外の様々な関係者が連携して、以下のカテゴリーのいずれかに含まれる観光資源の磨

き上げ、観光資源が含まれる体験等の訪日外国人を含む旅行者の受入環境整備のための取組

を実施してください。なお、取組に際しては、来たるべき大阪・関西万博を見据え、訪日外国人旅

行者でも楽しめる工夫や、SDGs、Society5.0 等今後の社会的な価値観の変容等にも対応で

きる取組を積極的に実施してください。 

・ 健康・スポーツ体験 

・ 農泊・ワーケーション 

・ 自然体験 

・ 歴史・文化体験 

・ ガストロノミー 

・ 教育旅行 

 

４．補助対象経費 

（１）補助対象となる経費 

本事業による支援の対象は以下の取組に係る経費とし、補助上限を 80 万円とします。 

なお、観光資源の磨き上げを行う際は、特定の事業者に対する業務委託費用が全体事業経費

の３分の２を越えない額を上限とします。 

① 体験コンテンツ・イベント等の造成に係る経費 

・ 体験コンテンツ・イベント等の企画開発 

・ 体験コンテンツ・イベント等の企画開発に係る有識者からの意見聴取 

・ 体験コンテンツ・イベントの実施 

・ 造成した体験コンテンツ・イベントの課題抽出やガイドの育成のためのモニターツアーの開催 等 

② プロモーションに係る経費 

・ 体験コンテンツ・イベント等を販売するために必要となる写真、動画及びホームページ等、対

外的な情報発信のための素材やツールの作成 

・ 造成したコンテンツの販路拡大を目的とした広告宣伝 等 

 ※全体事業費の３分の１を超えない額を上限とします。 

③ 体験コンテンツ・イベント等の旅行者受入の質の向上に係る経費 

・ 体験コンテンツ・イベント等に係る解説・ガイドの多言語化対応（翻訳費含む） 

・ 体験コンテンツ・イベント等実施施設のユニバーサル対応 

・ 体験コンテンツのガイド等のおもてなし研修 等 

 

 



また、以下の費目のいずれかに該当する必要があります。 

ア 謝金 

専門家、有識者、イベントの出演者・司会者等に対する謝金 

イ 通信運搬費 

本事業の取組に要する通信料及び郵送料 

ウ 委託料 

観光資源の磨き上げや各種イベントの企画に係る委託料 

会場設営、イベントの運営や警備、音響設備などイベント開催に必要な業務に係る委託料 

 ※購入設備(減価償却の対象となるもの)の設置に関する委託料は補助率を２分の１とし

ます。 

エ 借料・損料・使用料 

本事業の取組に係る会場の借上料、使用料または備品や機材等のリース料 

オ 旅費 

専門家、有識者、イベントの出演者、司会者等の旅費 

※事業実施主体の役職員等の旅費は対象となりません。 

カ 物品購入費 

本事業の取組に必要となる物品の購入費 

 ※購入設備(減価償却の対象となるもの)に関する委託料は補助率を２分の１とします。 

キ 保険料 

実施するイベント、モニターツアー等に係る保険料 

ク 雑役務費 

雑役に関する経費（イベントスタッフアルバイト代等） 

ケ 工事請負費 

電気工事、水道工事、ガス工事等、本事業で実施するイベント等の取組で必要となる工事

等の経費 

 ※購入設備(減価償却の対象となるもの)に関する委託料は補助率を２分の１とします。 

 

※減価償却については国税庁のホームページをご参照ください。 

https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/shotoku/2100.htm 

 

＜支援対象とならない経費の具体例＞ 

・ 本事業に直接関係のない経費 

・ 実施主体における経常的な経費 

・ 実施するイベント等における景品等の購入費 



・ クーポンや乗車船券等の割引原資のための経費 

・ 会食費、弁当代、ふるまい等の飲食費 

・ 伊賀市または伊賀上野 DMO により別途、補助金、支援金、委託費等が支給されている経費 

・ 本事業における資金調達に必要となった利子等 

・ 採択決定以前に着手（依頼、契約、発注）した事業に係る経費 

 

（２）支援対象経費の精算 

事業終了の日から１月が経過した日又は 3 月 18 日のいずれか早い日までに、当該事業の実

績報告書及び事業収支決算書、経理に関する帳票書類（採択事業者に別途手引きを示しま

す。）を提出してください。 

実施した事業内容と経費内容の確認により支払額を確定した後、精算払いとなります。 

支出内容及び金額（経理書類含む）が適当でないと判断される場合には支払いの対象外とな

る可能性がある点に留意してください。 

 

５．選定 

（１）選定方法 

伊賀上野 DMO において、（２）の選定基準に基づいて評価を行った上で選定を行います。 

なお、必要に応じてヒアリングを実施する場合があります。 

 

（２）選定基準 

本事業の要件に沿った提案であることを前提とした上で、事業計画書における各項目において、

以下の観点から評価を行います。 

① 実施内容の具体性、実施体制及び役割分担 

② 新規性・チャレンジ性 

③ 地域への波及効果 

④ 事業の自立・継続性 

⑤ 旅行者受入のホスピタリティ 

⑥ 持続可能な観光への寄与 

 

（３）採択結果の通知及び公表 

採択結果は、選定された実施主体に対して通知します。 

なお、審査内容によって、条件付き採択となることがあります。 

 

 



6．提出書類 

（１）提出書類 

① 事業計画書 

② 費用積算書 

③ 業務実施スケジュール 

④ 事業実施後 3 年間の収支予測計算書 

④ 団体の規約等（観光まちづくりに取り組む共同体のみ） 

⑤ その他事業の参考となる書類 

 

（２）申請期間 

令和５年６月 19 日(月)～令和５年 11 月 30 日(木) 

 ※原則、毎月末日までに提出のあった提案について、翌月末までに採択結果をお伝えします。 

※予算が無くなり次第、受付を終了します。 

 

（３）申請・問い合わせ 

メールタイトルを「「忍びの里伊賀」創生 観光コンテンツ造成・磨き上げ事業 補助申請」とした

上で、下記申請先にメールで提出書類を送付してください。 

＜申請先・問い合わせ先＞ 

伊賀上野 DMO（事務局：一般社団法人伊賀上野観光協会） 

住 所：伊賀市上野丸之内 122-4 

E-mail：info@iga-guide.com 

 

（４）その他 

・ 提出書類に虚偽の記載を行った場合は、申請を無効とします。 

・ 取組の内容が法令に違反することが判明した場合、又は、申請の内容に虚偽があった場合に

は、直ちに選定を取り消し、支援額の全額返還を求めることがあります。 


